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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自動車バケットシート（１）であって、
　座面領域（３）に剛接合された背もたれ領域（４）を含む金属製のシートバケットフレ
ーム（２）を備え、
　前記シートバケットフレーム（２）は、少なくとも１つの接続領域において重なり合う
ように配置された少なくとも２つのシートバケットフレーム側部（８，７）と、それらの
間の前記座面領域（３）に配置されたシートクッションバケット（１０）とから形成され
、
　前記シートバケットフレーム側部（７，８）は、いずれも少なくとも２つの構造要素（
５，６）から製造され、
　前記構造要素（５，６）は、前記座面領域（３）と前記背もたれ領域（４）との間の移
行領域（９）において重なり合う形で相互に固定される、自動車バケットシート。
【請求項２】
　前記シートバケットフレーム側部（７，８）の前記２つの構造要素（５，６）は、いず
れも一体的に結合される形で相互に接続される、請求項１に記載の自動車バケットシート
。
【請求項３】
　前記シートクッションバケット（１０）は、一体的に結合される形で前記シートバケッ
トフレーム側部（７，８）に接続される、請求項１又は２記載の自動車バケットシート。
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【請求項４】
　前記２つのシートバケットフレーム側部（７，８）の間の前記シートバケットフレーム
（２）に少なくとも１つの横材（１１）が配置され、前記横材は、一体的に結合される形
で前記シートバケットフレーム（２）に接続される、請求項１から３のいずれか１項に記
載の自動車バケットシート。
【請求項５】
　前記シートバケットフレーム（２）に支持構造体（１２）が配置され、前記支持構造体
は、一体的に結合される形で前記シートバケットフレーム（２）に接続される、請求項１
から４のいずれか１項に記載の自動車バケットシート。
【請求項６】
　前記シートバケットフレーム（２）の外縁（１３）が、少なくとも部分的にビードとし
て形成される、請求項１から５のいずれか１項に記載の自動車バケットシート。
【請求項７】
　前記支持構造体（１２）は、少なくとも１つの第２の横材（１４）及び／又はサスペン
ション要素（１５）を備え、前記第２の横材（１４）及び／又は前記サスペンション要素
（１５）は、一体的に結合される形で前記シートバケットフレーム（２）に接続される、
請求項５に記載の自動車バケットシート。
【請求項８】
　前記サスペンション要素（１５）は、前記座面領域（３）にある少なくとも１つの座部
サスペンション要素（１６）と、前記背もたれ領域（４）にある少なくとも１つの背もた
れサスペンション要素（１７）とを備え、前記座部及び背もたれサスペンション要素（１
６，１７）は、いずれも複数のワイヤから形成され、前記サスペンション要素（１５）の
ワイヤは相互に接続される、請求項７に記載の自動車バケットシート。
【請求項９】
　前記シートバケットフレーム（２）にヘッド支持要素（１８）が配置され、前記ヘッド
支持要素（１８）は一体的な部品として設計され、一体的に結合される形で前記シートバ
ケットフレーム（２）に接続される、請求項１から８のいずれか１項に記載の自動車バケ
ットシート。
【請求項１０】
　前記シートバケットフレーム（２）及び／又は前記支持構造体（１２）は、シートメタ
ルから形成され、０．４から１ｍｍの材料厚さを有する、請求項５又は７に記載の自動車
バケットシート。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自動車バケットシートに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　冒頭で述べたタイプの自動車バケットシートは、従来から多様な構成で知られており、
特にスポーツカーに設置するために使用される。この場合、自動車バケットシートには特
別な要件が課される。第一に、自動車バケットシートに作用する力に対して寸法安定性が
高いことは非常に重要であるが、第二に、特にスポーツカーの場合には、自動車バケット
シートの総重量が可能な限り低いことも求められる。ここで、寸法安定性の向上は一般に
総重量の増加に関連し、また軽量化は通常は寸法安定性の低下をもたらすので、低い総重
量と高い寸法安定性は、相反する特性である。
【０００３】
　従来技術の自動車バケットシートの大部分は、従って、プラスチック及び／又は複合材
料から形成され、これらの自動車バケットシートは、寸法安定性に関して自動車バケット
シートに課される要件を満たすことができるように、複数の領域が複雑な形状を有し、且
つ特別に補強され、特に繊維補強される。しかしながら、この複雑な構造は、製造中の時
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間及びコストの不都合に高い出費をもたらす。
【０００４】
　寸法安定性を著しく低下させることなく総重量を減らするための従来技術の他の解決策
は、シートバケットフレームを寸法安定性はあるが重い材料から形成し、且つ他の部品を
軽量の構成材料から形成することである。この場合、シートバケットフレームの基本構造
に特に鋼管が使用され、一方、残りのシートバケットフレーム及びシートバケットの材料
として特に複合材料及びプラスチックが使用される。多数の構造要素から形成されるこの
ような自動車バケットシートは、重量及び寸法安定性の良好な割合を有するが、同様に製
造が複雑であり、それは、高い製造コストと製造時間の大きな出費を伴う。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、費用効果的に且つ簡単な方法で製造することができ、総重量が低く、特に寸
法安定性に優れた自動車バケットシートを提供するという目的に基づくものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この目的は、本発明に従って請求項１に記載された装置によって達成される。本発明の
有利な発展は、従属請求項に示される。
【０００７】
　本発明による自動車バケットシートは、座面領域に剛接合された背もたれ領域を有する
、金属製シートバケットフレームを含む。ここで、シートバケットフレームは、少なくと
も２つのシートバケットフレーム側部と、それらの間の座面領域に配置されたシートクッ
ションバケットとから形成され、シートバケットフレーム側部は、少なくとも１つの接続
領域において重なり合うように配置される。
【０００８】
　シートバケットフレームの材料として金属、特にシートメタルを使用することにより、
有利なことに、特に簡単且つ費用効果的な製造が可能になる。また、材料厚の適切な選択
と材料の適切な変形とによって、シートバケットフレームのための高い強度を達成するこ
とができ、同時に総重量は有利に低く保つことができる。シートバケットフレームの少な
くとも２つのシートバケットフレーム側部の重なりは、個々のシートバケットフレーム側
部の特に単純な変形と、従ってシートバケットフレーム全体の費用効果的な製造とを可能
にする。更に、少なくとも２つの個々のシートバケットフレーム側部からシートバケット
フレームを作ることによって、有意により複雑な成形が可能であり、その結果として、部
品のより高い寸法安定性及び／又は低い重量を有利に達成することができる。
【０００９】
　また、本発明によれば、シートバケットフレームは、いずれも２つの構造要素から作ら
れた２つのシートバケットフレーム側部を有し、構造要素は、座面領域と背もたれ領域と
の間の移行領域で重なり合う形で相互に固定される。いずれも２つの構造要素から形成さ
れた２つのシートバケットフレーム側部からシートバケットフレームを作ることによって
、簡単な方法で且つ製造コストなしで、特に複雑な形状のシートバケットフレームを製造
することが可能であり、その結果として、特に極めて高い寸法安定性を得ることができる
。これにより、シートバケットフレームの構造要素を製造するのに特に薄い金属板の使用
が可能になるため、自動車バケットシートの重量は、特に有利な方法で低減される。
【００１０】
　また、座面領域と背もたれ領域との間の重複領域におけるシートバケットフレーム側部
の２つの構造要素の重複配置は、重なりによって材料厚さが増大し、好ましくは倍増する
ので、特に高い安定性を保証する。この領域の安定性の向上は、例えば、自動車事故の際
に又は自動車の急加速の際に、自動車バケットシート上の人に作用する激しい力がこの領
域に生じるので、特に重要である。
【００１１】
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　自動車バケットシートは、基本的に、自動車で使用されることができ且つシートバケッ
トを有する任意のシートを意味するものと理解される。また、自動車バケットシートは、
任意の機能を有する任意の更なる部品を備えることができる。特に、自動車バケットシー
トは、シートの位置及び／又はシートの傾きを調整するための調整装置、エアバッグやベ
ルト要素などの安全装置、又はサイドサポートやヘッドサポートやランバーサポートなど
の支持要素を有することができる。
【００１２】
　シートバケットは、基本的に、自動車バケットシートに座っている人を少なくとも部分
的に収容し且つその人を着座姿勢に安定させる、自動車バケットシートの部品である。こ
のために、シートバケットは背もたれ領域を有し、背もたれ領域は、人の背中の少なくと
も一部を支持するが、好ましくは頭部及び／又は上体側部も支持する。人は、更なる領域
、座面領域に座り、且つ少なくとも人に作用する重力に抗して支持され、また、座面領域
は、好ましくは、横方向の安定性も提供する。
【００１３】
　シートバケットの更なる特徴は、座面領域が背もたれ領域に対して堅固に配置され、す
なわち、２つの部品間の相対運動が可能でないことである。
【００１４】
　シートバケットは、シートバケットの寸法安定性を保証する機能を有する少なくとも１
つのシートバケットフレームを備え、シートバケットフレームは、好ましくは、シートバ
ケットの外縁に取り囲む形で配置される。
【００１５】
　金属製シートバケットフレームは、ここでは、金属部品、特に安定性を保証するその金
属部品から実質的に形成されるすべてのシートバケットフレームを意味するものと理解さ
れる。
【００１６】
　シートクッションバケットは、基本的に、自動車バケットシート上の人を少なくとも部
分的に支え且つここでは人の臀部及び／又は脚、特に太ももの領域に配置される任意の部
品を意味するものと理解される。
【００１７】
　シートクッションバケットは、ここでは、自動車バケットシートを取り囲むシートバケ
ットフレームに接続されることができ、又はそれ自体でこのようなフレームの一部を形成
することができる。また、シートクッションバケットは、一体的に形成されることができ
、又は複数の構造要素で構成されることができる。シートクッションバケットは、好まし
くは、少なくともシートバケットフレームの、シートクッションバケットに隣接する部分
と同じ材料から形成される。
【００１８】
　原則として、シートクッションバケットのシートバケットフレーム側部への一体的に結
合される接続は、任意の方法で、例えば、接着、溶接又は高温のはんだ付けによって行う
ことができ、シートクッションバケットは、好ましくは、レーザー溶接法を用いてシート
バケットフレーム側部に溶接される。
【００１９】
　本発明の有利な改良によれば、シートバケットフレーム側部の２つの構造要素は、いず
れも一体的に結合される形で相互に接続され、この接続は、好ましくはレーザー溶接法を
用いて行われる。一体的に結合される接続は、有利なことに、ここでは２つの構造要素の
特に安定した接続を保証し、一体的に結合される接続は、基本的に任意の方法で、例えば
溶接、高温のはんだ付け又は接着によって行われる。しかしながら、一体的に結合される
接続は、特に好ましくはレーザー溶接法を用いて行われ、その結果として、部品は特に正
確に、迅速に、特に極めて好ましくは完全に自動的に接続されることができ、従って製造
コストは可能な限り低く保たれる。
【００２０】
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　本発明の更なる改良によれば、シートバケットフレームは、２つのシートバケットフレ
ーム側部と、それらの間の座面領域に配置され且つ一体的に結合される形でシートバケッ
トフレーム側部に接続されたシートクッションバケットとから形成される。
【００２１】
　本発明の有利な発展によれば、少なくとも１つの横材が、シートバケットフレームの２
つのシートバケットフレーム側部の間に、好ましくは座面領域と背もたれ領域との間の移
行領域に配置され、横材は、特に好ましくは一体的に結合される形で、シートバケットフ
レームに接続される。ここで、横材は、基本的に、横材が２つのシートバケットフレーム
側部に接続され、且つ従って自動車バケットシートの安定性を簡単な方法で高める限り、
任意の形状を有することができ、且つ任意の材料から形成することができる。
【００２２】
　横材は、基本的に、単一の部品から又は複数の部品から形成することができ、且つ／又
は、安定性の向上に加えて、更なる機能、例えば、ランバーサポートやシートサポートな
どの更なる部品の収容及び／又は固定を行うことができる。
【００２３】
　横材は、好ましくは実質的に金属から、特に好ましくはシートバケットフレーム側部と
同じ金属から形成される。横材はまた、好ましくは、一体的な部品、特に好ましくは、数
回変形させた板金部品を含む。
【００２４】
　本発明の有利な改良によれば、シートバケットフレームに、好ましくはシートバケット
フレームの２つのシートバケットフレーム側部の間に、支持構造体が配置され、支持構造
体は、特に好ましくは一体的に結合される形で、シートバケットフレームに接続される。
支持構造体の主な役割は、自動車バケットシートを更に安定化させることであり、支持構
造体は、好ましくは金属部品から、特に好ましくは金属片又は金属ワイヤから形成される
。更に、支持構造体はまた、自動車バケットシートに作用する力の、前記シート上の人へ
印加を減衰させるのに役立つことができる。
【００２５】
　本発明の更なる改良によれば、シートバケットフレームの外縁は、少なくとも部分的に
、好ましくは完全にビードとして形成され、その結果として、外縁の寸法安定性が簡単な
方法で高められる。ビードは、境界領域の任意の折り返し、好ましくは少なくとも直角の
折り返しを意味するものと理解され、ビードはまた、材料の密に連続した複数の折り目か
ら形成することができる。
【００２６】
　本発明の有利な発展によれば、支持構造体は、少なくとも１つの第２の横材及び／又は
サスペンション要素を備え、特に好ましくは、第２の横材及び／又は座部サスペンション
要素は、一体的に結合される形でシートバケットフレームに接続される。
【００２７】
　ここで、サスペンション要素は、自動車バケットシート上の人に作用する力を減衰させ
且つ／又は変形によって前記力を分散させることができる任意の構造要素を意味するもの
と理解される。ここで、サスペンション要素は、好ましくは金属から、特に好ましくは金
属ワイヤから形成される。ここで、特に極めて好ましくは、サスペンション要素は、シー
トバケットフレーム側部に対して平行と直角の両方に延びる部分を有する。
【００２８】
　原則として、第２の横材は、ここでは任意の形状を有することができ、且つ任意の材料
から構成することができる。また、第２の横材は、単一の部品から又は複数の部品から形
成することができる。第２の横材は、好ましくは金属から、特に好ましくはシートメタル
から構成され、特に極めて好ましくは輪郭部分の形で形成される。
【００２９】
　本発明の好適な改良によれば、サスペンション要素は、座面領域にある少なくとも１つ
の座部サスペンション要素と、背もたれ領域にある少なくとも１つの背もたれサスペンシ
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ョン要素とを備え、前記サスペンション要素は、好ましくは、いずれも複数のワイヤから
形成され、特に好ましくは、サスペンション要素のワイヤは、格子構造を形成するように
相互に接続され、その結果、背もたれ及び／又は座面の領域に均一な支持が得られる。こ
こで、金属ワイヤの使用は、良好なばね特性と、比較的低い総重量での高い安定性とを同
時に可能にする。
【００３０】
　本発明の有利な発展によれば、シートバケットフレームにヘッド支持要素が配置され、
ヘッド支持要素は、好ましくは一体的な部品として、特にヘッド支持シートとして設計さ
れ、特に好ましくは一体的に結合される形で、シートバケットフレームに接続される。ま
た、ヘッド支持要素は、好ましくは、総重量を可能な限り低く保つために凹部を有する。
ヘッド支持要素は、基本的に、自動車バケットシート上の人の頭部が位置する領域におい
て、シートバケットフレームを安定化させ且つ補強する役割を有する。このために、ヘッ
ド支持要素は、基本的に任意の形状を有することができる。また、ヘッド支持要素は、好
ましくは、ヘッド支持クッションを受けるための面を有する。
【００３１】
　本発明の更なる有利な改良によれば、シートバケットフレーム及び／又は支持構造体は
シートメタルから、好ましくは鋼板から形成され、０．４から１ｍｍの、好ましくは０．
５から０．８ｍｍの材料厚を有し、その結果として、第一に、部品の高い寸法安定性が保
証され、第二に、自動車シートフレームの総重量が可能な限り低く保たれる。
【００３２】
　自動車バケットシートを製造するために、２つのシートバケットフレーム側部は、シー
トバケットフレームを形成するように一体的に結合される形で相互に接続され、シートバ
ケットフレーム側部の各々は２つの構造要素から形成され、２つの構造要素は相互に重な
り合う形で配置され、且つレーザー溶接法を用いて一体的に結合される形で相互に接続さ
れる。個々の部品を一体的に結合される形で相互に接続する順序は、基本的に所望の通り
であるが、好ましくは、まず第一に、シートバケットフレーム側部の各々を形成する２つ
の構造要素が、いずれも重なり合う形で配置され、且つレーザー溶接法を用いて相互に溶
接される。続いて、２つのシートバケットフレーム側部が、その後、好ましくは同様に一
体的に結合される形で、特に好ましくは同様にレーザー溶接法を用いて、相互に接続され
る。特に極めて好ましくは、レーザー溶接法は、ここでは完全に自動的に行われる。
【００３３】
　この方法は、特に複雑な形状の金属製の自動車バケットシートを簡単な方法で且つ特に
費用効果的に製造することを可能にする。また、複雑な形状のために、薄いシートメタル
を出発原料として使用することができ、その結果として、自動車バケットシートの特に低
い総量を達成することができる。
【００３４】
　この方法の有利な発展によれば、自動車バケットシートの前方座部領域において、シー
トクッションバケットが２つのシートバケットフレーム側部に接続され、且つ／又は少な
くとも１つの横材が、好ましくはシートバケットフレーム側部の構造要素の重なりの領域
において、シートバケットフレームに接続され、取り付けは、好ましくは一体的に結合さ
れる方法を用いて、特に好ましくは、有利なことに製造工程を更に簡単にし且つ自動車バ
ケットシートの寸法安定性を更に高める、レーザー溶接法を用いて行われる。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
　図面を参照して本発明の例示的な実施形態を以下でより詳細に説明する。
【図１】自動車バケットシートの実施形態を斜視図で示す。
【図２】図１に示される自動車バケットシートの実施形態の分解図を斜視図で示す。
【発明を実施するための形態】
【００３６】
　図１に示される自動車バケットシート１の実施形態が、０．８ｍｍの厚さのシートメタ
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ルから形成された、シートバケットフレーム２を有する。シートバケットフレーム２は、
ここでは、座面領域３と、座面領域３に対してほぼ直角に配置された背もたれ領域４とを
備える。
【００３７】
　シートバケットフレーム２は、ここでは、２つのシートバケットフレーム側部７，８か
ら形成され、シートバケットフレーム側部７，８は、自動車バケットシート１上にいる人
の頭部に面する、自動車バケットシート１の上端部で重なり合う形で配置され、レーザー
溶接法を用いて一体的に結合される形で相互に接続される。
【００３８】
　２つのシートバケットフレーム側部７，８の各々は、２つの構造要素５，６から形成さ
れ、２つの構造要素５，６は、座面領域３と背もたれ領域４との間の移行領域９全体で重
なり合うように配置され、同様にレーザー溶接法を用いて一体的に結合される形で相互に
接続される。結果として、曲げられ且つ特別な荷重を受ける移行領域９において、材料厚
さは、シートバケットフレーム２の残りの部分と比較して１．６ｍｍに倍増され、従って
特に高い寸法安定性が簡単な方法で得られる。２つのシートバケットフレーム側部７，８
は、ここでは自動車バケットシート１の中心に関して鏡面対称に形成され、数回変形させ
たシートメタル輪郭部分から形成される。
【００３９】
　前方座部領域１９において、シートバケットフレーム２は、２つのシートバケットフレ
ーム側部７，８によってではなく、むしろシートクッションバケット１０によって形成さ
れ、シートクッションバケット１０は、レーザー溶接法を用いて同様に重ね合わせ且つ一
体的に結合される形でシートバケットフレーム側部７，８に接続される。シートクッショ
ンバケット１０は、ここでは、数回変形させ且つ０．６ｍｍの材料厚さを有するシートメ
タルから形成される。
【００４０】
　シートバケットフレーム２の環状の外縁１３は、ここでは、ビードとして設計され、そ
の結果として、シートバケットフレーム２の寸法安定性が簡単な方法で高められるだけで
なく、シートバケットフレーム２を形成するシートメタルの鋭い外縁１３による自動車バ
ケットシート１上の人への損傷が防止される。
【００４１】
　多数の部品から形成された支持構造体１２が、シートバケットフレーム２の内部領域に
配置され（図２参照）、部品の一部は、主に自動車バケットシート１の寸法安定性を高め
るのに役立ち、一方、他の部品の機能は、特に使用の快適性を向上させることにある。
【００４２】
　自動車バケットシート１の寸法安定性のために重要性が高いのは第１の横材１１であり
、第１の横材１１は、２つのシートバケットフレーム側部７，８の間に、両側で座面領域
３と背もたれ領域４との間の移行領域９に配置される。横材１１は、ここでは、移行領域
９の形状に従う表面曲率を有し、厚さ０．６ｍｍのシートメタルによる輪郭部品として形
成される。２つのシートバケットフレーム側部７，８への接続は、いずれもレーザー溶接
法を用いて一体的に結合される接続によって行われ、この過程で、横材１１はそれぞれの
シートバケットフレーム側部７，８の面に載るように固定される。
【００４３】
　また、背もたれ領域４における寸法安定性を更に向上させるために、０．５ｍｍの厚さ
であり且つ輪郭部分を形成するように変形されたシートメタルで構成される第２の横材１
４が、２つのシートバケットフレーム側部７，８の間に配置され、重なり合い且つ一体的
に結合される形でシートバケットフレーム側部７，８に接続される。
【００４４】
　実質的に曲げられたワイヤ及び金属製の輪郭部分から形成されるサスペンション要素１
５が、いずれも第１及び第２の横材１１，１４の間の背もたれ領域４と、シートクッショ
ンバケット１０と第１の横材１１との間の座面領域３の両方に配置される。サスペンショ
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間のそれぞれの領域で発生する力を減衰させる機能を有する。
【００４５】
　座面領域３にある座部サスペンション要素１６の個々の部品は、ここでは、いずれも第
１の横材１１及びシートクッションバケット１０の上に配置され、従って、この領域にお
いて２つのシートバケットフレーム側部７，８に対して実質的に平行に延びる。
【００４６】
　第１及び第２の横材１１，１４の間の背もたれ領域４に配置された背もたれサスペンシ
ョン要素１７は、２つのシートバケットフレーム側部７，８に固定され且つ２つのシート
バケットフレーム側部７，８に対して実質的に直角に延びる、複数の部品から構成される
。
【００４７】
　最後に、背もたれ領域４の上端部に、厚さ０．５ｍｍのシートメタルで構成されるヘッ
ド支持要素１８が、レーザー溶接法を用いて一体的に結合される形で２つのシートバケッ
トフレーム側部７，８に接続される。ヘッド支持要素１８は、総重量を低減するために、
ここでは５つの凹部を有する。
【００４８】
　自動車バケットシート１全体は、座面領域３においてシートバケットフレーム２の下側
に配置された固定手段を用いてシートレール対２０に接続され、前記シートレール対２０
を介して自動車構造体に固定される。
【符号の説明】
【００４９】
１　自動車バケットシート
２　シートバケットフレーム
３　座面領域
４　背もたれ領域
５　構造要素
６　構造要素
７　シートバケットフレーム側部
８　シートバケットフレーム側部
９　移行領域
１０　シートクッションバケット
１１　横材
１２　支持構造体
１３　外縁
１４　第２の横材
１５　サスペンション要素
１６　座部サスペンション要素
１７　背もたれサスペンション要素
１８　ヘッド支持要素
１９　前方座部領域
２０　シートレール対
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